
　比江から西へ向かうと岡豊山があります。ここには戦国時代に四国をほぼ平定した
土佐の武将、長宗我部元親の居城、岡豊城がありました。建物は現存しませんが、詰や
三の段に残る土塁や石垣、礎石など、中世の先進的城郭構造が見られます。平成20年
7月28日、一帯が国史跡に指定されました。桜の名所としても親しまれ、中腹には県立
歴史民俗資料館があります。

岡豊城跡

久礼田城跡
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長宗我部元親飛翔の像

　坂本家は元々質屋、酒造業、呉服商を営む豪商才谷屋の分家で、
第六代・直益の時に長男・直海が藩から郷士御用人に召し出されて
坂本家を興しました。

才谷龍馬公園

坂本家初代 太郎五郎の墓

坂本家ゆかりの地 ［才谷］

龍馬の
御先祖
です。

長宗我部元親（1539～1599年）

土佐を代表する戦国武将

南国市には
居城「岡豊城」など
元親ゆかりの地が

多くあります。

　戦国時代、宗部郷（岡豊付近）の長宗我部国親の長男として生まれた元親は、
永禄3年（1560年）、21代目の当主となります。
　天正3年（1575年）には土佐を平定し、元親の居城のあった岡豊は土佐の政
治の中心となります。天正13年（1585年）には四国をほぼ平定しましたが、豊
臣秀吉に敗れ、土佐一国の領主に納まりました。やがて城は現在の高知市へ。
元親は1587年に長宗我部検地を始め、1597年には「百箇条の掟」を発布しま
した。また、仏教や儒学、南学にも精通した教養人で、国分寺金堂（国分）を再建
するなど、神社への加護厚い武将としても知られます。
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Up until sometime during the Sengoku 
period, Nankoku City flourished as the 
prefecture’ s political and economic 
heart, and the “Great and Splendid 
Land of Tosa” retains many examples of 
historical heritage filled with the spirit of 
adventure, including the port from 
which Ki no Tsurayuki’ s ship departed, 
Ominato Park, and the remains of Ki no 
Tsurayuki’ s residence. 
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　古今集の選者も努めた王朝屈指の歌人、紀貫之は、第48代土
佐国司として赴任しました。貫之が京への帰路についたのは、4年
間の任期を終えた承平4年（934年）12月でした。その船旅を女
性の日記体で書いた「土佐日記」に
は、ユーモラスな土佐の人々が登場
します。

古今集の庭

　国分川に沿って開けた比江の田園地帯には、かつ
て、土佐の国衙（国庁）が置かれていました。紀貫之が
朝廷から国司として赴任したのも、国府として栄華を
誇った比江の地です。比江の名は、京都の比叡山に由
来するとも言われます。一帯からは、県内最古、白鳳時
代の寺院の瓦も出土しました。現存する塔芯礎（中心
柱の土台石）は、最長縦3.2m、横2.2m、五重の塔は高
さが32.4mと推定され、全容の壮大さがしのばれま
す。ここは比江廃寺塔跡として昭和9年1月22日、国の
史跡に指定されています。

土佐日記の碑

比江廃寺塔跡

比江廃寺伽藍の想像図

古今和歌集選者
貫之にちなみ、
平安朝をテーマ
とした庭園です。

48代目国司、紀貫之邸跡

国の史跡

国府の碑

土佐国衙跡

紀貫之（イメージ画）
872～945年頃

A5

A4


